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1 まえがき
照明光通信において照明機能を維持しつつ通信を行う
方式として,可変N並列符号多値変調法（VN-CodeSK）
が提案されている [1]. また照明光が重なるエリアでの情
報量を増加させるために,VN-CodeSK方式に（2,2）し
きい値秘密分散（VSS）法 [2]の考え方を取り入れる拡
張 VN-CodeSK方式が提案されている [3]. しかし,この
方式では,VSS の Share が”0”のとき VN-CodeSK デー
タ伝送が行われないため,CodeSKデータの情報伝送速
度は [1]の方式の 1/2になってしまう.

本稿では,xASKにより 0.1を表現する（2,2）しきい値
秘密分散法をVN-CodeSK方式に融合させることで,VSS
による情報伝送速度の劣化を防ぐ方式を提案する.

2 システム構成
図 1に提案方式のシステムモデルを示す. 本システム
では,CodeSKデータの信号強度は“ 0”,“ 1”でなく,
“x”(0 ≤ x < 1),“ 1”とする.

図 1: システムモデル
送信機側では,2値のVSSデータから（2,2）VSSの原理
により,2個のShareを生成する. VSSデータが“0”の場合
は,(Share#1, Share#2) = (x, x), (1, 1)をランダムに選
択する. VSSデータが“1”の場合は,(Share#1, Share#2)
= (x, 1), (1, x)をランダムに選択する. CodeSKデータ
は,それぞれ割り当てられたMPSCをもとに生成する.

受信機側では,CodeSKデータと VSSデータをそれぞ
れ復号する. CodeSKデータ復号器では,受信信号と割り
当てられたK個のMPSCとの相関値から,N 個の大きい

相関値を求め,その組み合わせにより CodeSKデータを
復調する. VSSデータ復号器では,受信信号を 1シンボル
区間積分した値 V を 2個のしきい値 (Th1 < Th2)と比
較し,VSSデータを復号する. Th1 > V または Th2 ≤ V
の場合,VSSデータは”0”と推定され,Th1 ≤ V < Th2の
場合,VSSデータは”1”と推定される.

3 性能評価
図 2 に提案方式の情報伝送速度 (ηp)と従来方式の情
報伝送速度 (ηc)の比 (ηp/ηc)を示す.

図 2: 提案方式と従来方式の情報伝送速度の比
図 2より,提案方式は従来方式よりも受信機の座標に
関係なく情報伝送速度が向上できることが分かった. ま
た,提案方式は従来方式よりも本質的に情報伝送速度を
5/3倍向上でき,Rx = 1.25, 3.75[m]において最大で 2.1
倍を達成できることが分かった.

4 むすび
本稿では,xASKを用いるしきい値秘密分散法を融合
する VN-CodeSK照明光通信方式を提案した.
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